
 

 

 

海上輸送でＣＯ２排出量削減に貢献 

「エコシップマーク認定制度」で優良事業者として表彰されました 

 

新東工業株式会社(本社：名古屋市、社長：永井 淳)(以下「当社」という)は、海上輸送利

用により地球環境への負荷を軽減したことが評価され、海運事業者である株式会社名門大洋フ

ェリー（本社：大阪市、社長：野口 恭広）の推薦により、「エコシップマーク」の認定、さら

に 7 月 6 日に東京で開催された表彰式において「エコシップ・モーダルシフト優良事業者」と

して、国土交通省海事局長より表彰を受けました。今年度、荷主企業として表彰されたのは当

社を含め 20 社ですが、東海 3 県では当社のみです。 

政府は、企業物流におけるＣＯ２排出量の削減やエネルギー消費量の低減を図る目的で、輸

送手段を、トラックから船舶・鉄道に転換する「モーダルシフト」を進めています。「エコシッ

プマーク認定制度」は、国土交通省等を母体とする同委員会が、海上輸送へのモーダルシフト

に貢献する荷主企業と物流事業者を選定し、「エコシップマーク」の使用を認めるとともに、特

に貢献度の高い優良事業者に対して、同省海事局長が表彰を行うものです。
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当社では、自動車部品や鉄骨の製造工程で用いられる投射材の製造拠点である愛知県豊川市

の大崎事業所から九州地区に向けた長距離トラック輸送のうち、大阪南港から新門司港の区間

を海上フェリーに切り替えることで、ＣＯ２排出量を 56％削減したことが評価されました。 

当社では、社員のエコ意識をベースとして、ものづくり、商品・サービスの開発・販売、製

品輸送の各分野において抜本的なＣＯ２排出量の削減に取り組んでいます。今後も、モーダルシ

フトをさらに推し進めていくのはもちろん、さまざまな活動を通じて持続可能な社会の実現に

貢献してまいります。 
 


